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空き家の新たな活用と、次世代育成に取り組む

合同会社木創（若狭町）

・古民家をリノベーションし、空き家の持続可能な活用方法を提案
・地域の子どもたちが楽しみながら活躍できる場の提供

1. 「KAYABUKI BASE」の室内 2. オフィスを活用した「BRANCH BASE」 3. デジタルイラスト体験の様子（BRANCH BASE）

古民家改修工事を請け負う中で、家の作り手として古民家や空き家の新たな活用方法を探っていました。
「長い時間が作り上げた古民家の趣をデザインとして生かし、新たな価値を加えたい」と考え、
「KAYABUKI BASE」というプロジェクトを始めました。また、地元には子どもたちが活躍する場所がな
いことに気づき、子どもたち目線で楽しみながらクリエイティブ活動が行える「BRANCH BASE」を始め
ました。

「KAYABUKI BASE」は、「みんなでシェアするDIYスペース」として築100年を超える茅葺屋根の古民家
を改修し、持続性のある活用をしています。また、年に数回、福井県産材の端材を活用した木工教室も
開催し、木材の廃棄物削減に努めています。「BRANCH BASE」では、動画編集やイラスト作成、eス
ポーツの体験などができ、若い世代に、地元に居ながらPCを使って活躍できる可能性に気付いて欲しい
と考えています。

合同会社木創

住所 / 福井県三方上中郡若狭町関58-14
事業内容 / 建設業
創業年 / 2020年
代表者 / 代表社員辻一憲
従業員 / 2名
https://mokusou-wakasa.com/

「KAYABUKI BASE」や「BRANCH BASE」の活動を通

して、男女問わず幅広い年齢層の方に当社のSDGs

への取り組みについて興味を持ってもらえていま

す。また、学生と話す機会も増えました。若い世

代に建築業界の魅力を伝え、人材不足など業界と

しての課題解決にも貢献できればと考えています。

代表社員辻一憲さん
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